
修士論文題目･アブストラクト

5.少量のCoを含むNiZnフェライ トのディスアコモデーショ

ンの圧力効果

押 切 稔

誘斗磁気 異方 性 による磁 壁の安定化 によって起 こ る初速砲 車のデ ィスアコモデ ーシ ョンは強 磁性

体 巾 にお け る､ イ オ ン拡散及び電子 拡 散が その原因 の 中の一つ と考 え られ て いる｡ そ こで､ 従 来､

電 子拡散 に よって進 行す る と考 え られ て きた少丑の Coを含 むNiZnフェラ イ トの デ ィスアコモ

デ ー シ ョンを調べ るこ とに よって穏和過程 に伴 う､ 捕 惟化エ ネルギー､ 油性 化体相 を加 定す る｡

試料 は (Ni8.qZnB..)1.日 Coo.H Fel.9,0.を組 成 とす る多結 晶 ス ピネ ルフ ェライ トであ

る｡ 鼻緒的 に､ トロイダル に圧棉成 型 し､ 1200oC約 1.5 時間で 本税成 し､ 80 0●C1週 間 ア

ニ ー リング を して作製 した｡

測 定 は､ 約 10O e (8 10H z)の交流 磁場 を 20秒か け0.5 秒で消故 を行 っ た後､ 7m0

e (333H z)の微少交 涜磁場 を加 え消磁 後の初 透 磁率の時間 変化 を御宝 Lf=｡ 測 定結果 は リヒ

クー相和の 遇fzの 下 に解析 で きる｡ 図 1に例 を示す｡ そ して､ これ らか ら得 られ る穏 和時間 T.･T

2の渦度 ･圧 力依然性 よ り､ 消性化エ ネルギー ･清作 化体積 を求め る.
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図 1 初 退 出 軍 の ほ fnの -一例
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